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ごあいさつ 

 昨年、一昨年とこの稿で触れました神田明神のお告げ。神田明神は商売の神様なので、1 月上旬は多くの会社関係の参拝者が「商売繁盛」

の祈願に訪れ、他の神社仏閣とは少し異なった雰囲気を醸し出します。何が違うのでしょうか。思うに一つは参詣者の多くがスーツ姿のグ

ループで、インバウンドの外国人もほぼ見かけません。もう一つは祈願の熱量が高いこと。何しろ生活が懸かっています。参拝中はもとよ

り境内に入るときも退出する時も鳥居や門（隨神門）の所で手を合わせ一礼する方を多く見かけます。（私は定期通院の「ついで」ですが、

鳥居も門もとてもスルーは出来ません。）ところで年に 1 回、ご神前で閉眼し心を無にしてひと時たたずむということをしていますが、今

年も不思議と言葉が降ってきました。恐らく様々な雑念がある瞬間整理され言語化されるのでしょうが、それが胸にストンと落ちてしまい

ます。どんな言葉が落ちてきたのかは「商売上の秘密」とさせて頂きますが、今年 1 年の道標としていきたいと思っております。 

施設長 

 

下長淵囃子連 

 1 月 13 日（月）に毎年この季節に来て頂いております下長淵囃子連の皆様が当施設のお客様にお囃子を披露して下さいました。（以前

は各階デイルームを回って頂きましたが、新型コロナ以降、感染症対策の為マスク着用で 1 階ホールのみで実施しております。） 

 お囃子は元々神楽囃子として始まったものが地域性や時代を経て様々な形で発展してきたそうですが、下長淵のお囃子は「金杉流」と呼

ばれる青梅でも珍しい流派。獅子や狐が笛・太鼓に合わせて威勢よく、時には静かに神楽を舞います。お年寄りの声には「今年も来てくれ

て有難う。」や昔を懐かしむものもありましたが、「初めて目の前で観た！」「自分も観たことが無かった」と言う声も。意外と普段の生活上

では触れる機会は少なくなっているのかもしれません。踊りの中で田んぼに足を取られ難儀する仕草、カエルが飛び出しびっくりする仕草

と思われるものがありましたが、それが日常風景だった頃はもっと違うものに見えていたのかもしれません。 

４月には八雲神社春季例大祭に併せて山車の巡航があり施設の目の前を通りますので、その際には山車の上でのお囃子を楽しんでいただ

けると思います。ちなみにお祭り同日午後からは下長淵のほか上長淵・駒木町・千ヶ瀬町・友田町の山車が集結して「競い合い」を行う調

布大祭も行われます。また、５月２・３日には青梅大祭が行われ、旧青梅宿の町々の山車のほか市内各所（もちろん調布大祭の各町も参加）

から居囃子（櫓を立ててのお囃子）が集結、あちこちで繰り広げられる競い合いは一見の価値があります。 
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ホーム喫茶 

 １月中はおしるこを隔週で提供しました。カラフルでとってもかわいい

おしるこでした！毎月発行しているあかぼこ山も見ていただいておりま

す！「ここに俺がいるや！」「姉ちゃんも写っているじゃんか！」とお客様

同士の話のタネになっているようです。 

 写真を撮る際も協力的なお客様が多く、毎回「この写真も、この写真も

いいなぁ」と悩んでいます。次の号ではどんな自分が写っているのかお楽

しみですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節分 

 ２月４日に施設で節分の行事を行いました！職員が鬼の衣装を着て、みんなで豆の代わりに玉入

れの玉で豆まきをしました！「鬼は外！福は内！」の掛け声とともに、懸命に球を投げるお客様や

優しく鬼にあてるお客様、鬼の金棒で玉を打ってみるお客様（やわらかい優しい金棒です）など様々

でした！ 

 各フロアで順番に行い、居室にいるお客様には「鬼が来たよ！」と声をかけると顔がほころんで

いてとても嬉しそうでした！ 

 最後には鬼と和解し握手をするお客様もいて終始楽しい時間でした。「こっちも写真撮ってよ！」

「その頭、俺も被りたい！」とお客様にも鬼体験をしていただいています。 

今年も皆様に福が来ますように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設からの連絡（ご家族様等向け） 

預り金より 

令和 6 年１月～12 月中の医療費領収書は２月発送予定です。 

広報より 

 今までは３か月に１度となっておりました「施設便り」（個人別）ですが、発行作業の手間が思いのほか多く、誠に申し訳ござませんが次

回より６か月に１度の発行とし、今後１月と７月に送付をさせて頂くことといたしました。次回は７月を予定しております。ご理解のほど

よろしくお願いいたします。 

今日は何にしますか？ 

チョコチーノにする 


